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あし臨あれＬ施しＺ生き活き鳶輝いてい櫨い

ｊＡあづみ総務開発事業部福祉課

　　

池

　

田

　

陽 子

２。 なぜ、 元気高齢者対策をＪＡですすめてきだか

（１） 取組のきっかけ、 組合員の生活実態・要望は 組合員アンケ皿ト

（２） 『ＪＡあづみ長期構想２１（平成１３年度～１８年度）』 の策定

＝多彩な農業と人と自然と文化で作る新世紀の安曇野＝

　

３つの創造

　

０多彩な農業が活きづく安曇野の創造

０人と自然、 人と社会の粋を大切にした地域社会の創造

０参加 ｐ 参画・連帯を基本とした新しい時代のＪＡ‐の創造

（３）ＪＡあづみの高齢者福祉活動がめざす４つのコンセプト

①

　

活力ある高齢者づくり

　　

高齢者の世紀といわれる２１‐世紀を、 明るく活力ある社会とするため、 高齢者が生き甲斐

　

を持って社会参加する支援をします。

②

　

高齢者の人格の尊重と自立支援

　　

介護を受ける高齢者が、 地域の中で生き活きと自立した生活ができるような介護サービ

　

スを目指します。

③ 支え合う地域社会の形成

　　

地域において、 住民相互が支え合うことのできる地域社会づくりを目指します。

④

　

利用者から信頼される介護サービスの確立

　　

介護を受ける高齢者はもとより、 介護家族へも支援が図られるよう、 在宅介護サービス

　

の質、 量の確保を図ります。

－５８－



３。 組合員の不変鞄ニーズ、 ウオンツから生まれた

「《らし⑩助け合いネットワーク “あんし為”」

『生き活き塾」 での学習と実践は、 人材発見ｅ人材育成の場
“やってみながら“

　

自分の目指すものを見つける

－ 学びながら拡げた“あんしんして暮らせる里” づくり －

学習の場としての学習組織

何のためにどんな活動をするのか、
活動の目的や理念を明確にする

話し合いの場としての話し合い組織

地域へのまなざし

（地域のニーズを敏感に）

…◎生き活き塾

…人材の発見、 人材の育成

１①

　

現状を良くするためには

　　

固定概念やそれまでの常識にとらわれ…

　

ないこと

１②

　

成功体験にはとらわれず、 成功のイー

　

メージを分かち合えること

１③

　

成功をもたらすための道筋を深く考ｉ

　

え、 オープンな議論ができること

ここに自主的ｏ主体的に参加する生

き活き活動

自分たちの活動を生かす

１①

　

『あんしん広場』 ＝朗読ボランティア

１②

　

ふれあい市安曇野五づくり畑

ｉ③ 菜の花プロジェクト安曇野

ヰ

　

組織全体が価値を高めるという一つの方向

　

に進んでいること

生きがいづくり

　

３つの大切なこと

①

　

創るよろこびを深め

② 働くよろこびを味わう

③ 交わるよろこびに燃えて

－５９－



５。 活動◎圏標は高《

　　

そして、 活動◎底がりがさらにメンバーの参加ｏ参画意識を高める

　　

ｏ 平成１８年‐’…ＪＡあづみ創立４０周年記念式典、 第５９回ＩＡ長野県大会において、 優良組合

　　　　　　　　

員組織と してそれぞれ表彰

平成１９年‐・…２００７年度毎日新聞社主催 「毎日介護賃」 奨励賞受賞

安曇野ブランドデザイン会議 （安曇野市安曇野ブランド推進室）、 安曇野市内小学校、 早

稲田大学、 松本大学、 国営アルプスあづみの公園など、 地域活動の連携

６． おわりに

　　

今こそ農協らしい事業のあり方を問い続けたい
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技術や知識の

　　　

ふれあい、

　　

習得で個人の資質

　

助け合いのある

　　

農業の発展と

　　　　

の向上 地域づくり

　　　

環境保全を

農協運営へ ‘キーキ

　

ー

　　

ー

　　　

　 　 　 　

　　　　　　

　 　　 　　　　

の参画 遊歴豪酒霊的』三 察し姿泰三；１塾鞠

　

‐趣味の

仲間談諾挫き活きに活動豪雪選愛着ｉ雛瀕を
交 流 －－

　　　　　　　　

－

　　

－

　　　　　　

お く る

ｒ・ 女性のＪＡ運営への参画をすすめ、女性の感性槌能方を

　　

１

　　

活かしたＪＡ運営をはかります。

　

２

　

ふれあい、 助け合いのある地域づくりをすすめます。

　　　　　

Ｊ Ａ生活活 動

ｉ

　

３

　

健康管理や高齢者福祉など日的に応じた活動に取り組みます。

　　　　

の

　

４

　

学習、 文化、 スポーツ活動などＪＡと；体となった活動に

　　　　

目指すもの

ｉ

　　

とりくみます。
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ＪＡあづみ福祉活動の展開
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『助け合い』 から１９年、

　

ＪＡぁづみ

　

《らしの助け含を味ッ 繕 臣夕 ももあ れ Ｌ 施争９

毒

①
メ
ド
い

１

　

あづみ農協婦人部

　

よつば会 「助樹曾い鵠劃度」

（１）婦人部の世代別活動
ふたば会 （２０～３０代） …・’▼若妻の仲間づくりと親子の活動

みつば会 （４０～５０代） ……農家の特性を活かした暮らしの追求

よつば会 （６０代以上） －…高齢化社会への取り組み、 福祉基金の積立

（２） よっば会の助け合し、制度

　

《ボランティアによる高齢者福祉制度》

　

平成２年９月発足。１００人の協力会員と、 ２件の利用からスタート。

　

「介護」 とか 「お世話」 と言うことの前に、 仲間同士の些細な助け合いで住みよい地域を

つくることを目的に発足。

　

当初は何をしたらいいのかもわからず、 技能登録者から研修を受け、 高齢者の身の回りの

細かなお世話から始めた。

２

　

くらしの助け合いネットワーク “あんしん“

　　

平成１０年７月発足

　　　

《会員制の有償在宅福祉サービス》

　　

女性部の 「助け合い－」 を、 平成１２年に始まる 「公的介護保険制度」 も視野に入れながら、

　

ＪＡの福祉事業として再構築。

目

　

的

ｏ家族による介護から、 地域による介護への発想の転換

ｏ 元気なお年寄りには生きがいを見つけることのお手伝い

ｏ介護される側にもする側にも快適な福祉用具の斡旋

　　　

など

地域に根ざした協同組合としてのＩＡ （農協） の存在理由をはっきりと意識した福祉事業

という位置付け。

協力会員

　　　　　　　　　

９４名

賛助会員

　　　　　　　　

１２名

利用 会員

　　　　　　　　　

４７名

（うち行政からの委託）

　

（１３名）

活動時間

　　　　　　　　　

５７６時間／月

　　　

（発足 当初）

－６；３



３

　

介護保険制度導入後の高齢者福祉活動

高齢者福祉活動、 イコール訪問介護になってしまった。
（１） “あんしん” 訪問介護状況

月
１９」十一隻
計

ＺＵ年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

２１年
１月 ２月 累計

件数 ５２７ ５２ ４９ ４９ ５２ ５９ ６１ ５７ ６０ ４８ ５１ ４７ ４７ ６３２

時間 ５７６３，５ ５３１．５ ６０２．５ ５８６．５ ５４８．０ ７７１．５ ６６４．０ ７２７．５ ７３９．Ｏ ５６３．０ ６４０，０ ５６４．Ｏ ５２２，５７４６０．０時間

　

５７６３，５

　

５３１・５

　

６０２．５

　

５８６．５

　

５４８．０

　

７７１・５

　

６６４．０

　

７２７．５

　

７３９８

　

５６３・０

　

６４０，０

　

５６４・０

　

５２２，

（２） 訪問介護の内容
買い物ｏ
食事・掃除 洗濯 農作業ｏ

草むしり
おむつ
交換

話し相手・
安否確認 通院介助 洋裁 髪カット

５５．９％ １１，６％ ５．０％ ２０．０％ ０．７％ １．３％ ４．６％ ０．９％

（３） 会員の内訳

協力会員 １８４

利用 会員 １０６

賛助 会員 １２０

計 ４１０ （平成２１年３月現在）

４

　

“あんしん広場” の開設

地域には、 もっともっと元気なお年寄りがいっぱいいた

ヘルパー以外の会員の活動の場がなかった

平成１２年、 地域の様々な人たちが集うことのできる活動をすすめるために、 会員が自主的に

運営委員会を設置して、 以下の活動をすることを決めた。

①

　

あんしん広場の開設 （よりどころづくり）

②

　

介護教室の開催 （より質の高いサービスをめざして）

③

　

ぁんしん交流会 （会員が相互に意見交換し、 よりよい “あんしん“

　

の活動を築く）

“あんしん広場”

「住み慣れた地域で安心して生き活きと暮らすには、 地域で独りぼっちをつくらない。」

「どこからでも、 どなたでも」 をキャッ チフ レーズに している。

①１３年２月１０日～１４年２月２８日

　　　

６ ヶ所

　　　　　

６０回

　　　

１，２４８人

◎１４年３月 １ 日～１５年２月２８日

　　　

１５ヶ所

　　　　

１３８回

　　　　

２，４００人

①１５年３月 １ 日～１６年２月２９日

　　　

１８ヶ所

　　　　　

２４８回

　　　　

５，１００人

①１６年３月 １ 日～１７年２月２８日

　　　

２０ヶ所

　　　　　

２５３回

　　　　

５，５００人

①１７年３月 １日～１８年２月２８日

　　　

２１ヶ所

　　　　　

２８２回

　　　　

５，６００人

⑪１８年３月 １日～１９年２月２８日

　　　

２２ヶ所

　　　　　

３００回

　　　　

５，８００人

①１９年３月 １日～２０年２月２９日

　　　

２４ヶ所

　　　　　

３２５回

　　　　

５，９００人

①２０年３月 １日～２１年２月２８日

　　　

２４ヶ所

　　　　　

３１０回

　　　　

６，０００人

－６４－



主な活動内容
（”あんしん広場” の運営は、 お世話係が中心になって、 会場によって様々な取り組み）

　

ｏ 当初は、 おしゃべり、 お茶会からスタート

　

ｏ 血圧測定、 交通安全教室、 太極拳、 盆踊り、 カラオケ大会、 紙芝居、 読書会など

　

り家庭ではやらなくなったモノづくりや、 七夕やお彼岸などの行事や行事食をつくること

　

ｏ 畑を借りて協同で農作業 （ひまわり、 菜の花、 黒大豆、 大豆）
号

生き活き塾の伝統学習の場となり、 「できること」 への実践の “あんしん広場”

①

　

人と人との出会いをつくる

②

　

お互い同士が、 ふれあい、 学び合い、 高めあう

③

　

その人の生き方を大切にする

ことで、 ひとりひとりが主役になって “あんしん広場” づくり

ｏ 要介護や寝たきりの高齢者を減らすこと、 つくらないこと。
・自立に向けて元気な 「生き活き」 高齢者を地域に大勢 「つくっていく」 こと

り「いきいき健診」 を行い、 健康寿命を延ばしたい。
をめざしている。

“あんしん広場” に集う人たちの意見から活動の広がりがあった

多くの会場で行っている間にいろいろな声が聞こえてきた。
その声をみんなで活動計画として組んだ。
（１） たまにはみんなよその地区の人たちと交流し、

“ぁんしん広場” をやろうよ

　　

Ｆあんしん広場“ 生き活き交流会」、 地域の文化を生かした伝統食を伝えるため 「・おま

　

ん じゆうフェスタ」 「葛物づく りフェスタ」

（２） 一年中旨い野菜つくりたい、 冬は２間３間ハウスによる野菜づくり勉強しよう。

　　

「五づくり畑の野菜出荷」、 「生きがい野菜づくり研修会」、「ヒマワリを咲かせて油づく

　

り」

（３） あまり豊かになりすぎてしまったよ。『足るを知る』 の暮らしを知ろうよ。

　　

ものを大切にする 「ぞうり」 づくり、 生ゴミによる 「ボカシ」 づくり

（４） 皆で一年に一回楽しいことやろう … 「ぁんしん広場全員集合」 の開催

　　

「映画 『荷車の歌』 上映会」、 「エッセイスト

　

海老名香葉子さん講演会」

　　

「林家正蔵、 林家三平 （いっ平） ほか林家一門による 『安曇野生き活き寄席』」

このように活動に拡がりを見せてきた。

　

（５） 「お世話係研修会」 の定期的な開催 … ぁんしん広場の企画ｏ運営の学習

　

（６） 「あんしん朗読ボランティア学習会」 の活動 … 「家の光」 や安曇野の昔話の朗読、 ぁん

　　　

しん広場、 デイサービス 「ぁんしんの里

　

檎」 での読み聞かせ

　

（７） 「ぁんしん広場コーディネーター」 の活動 … 元保健師による健康相談、 元教師によるス

　　　

トレッチ体操やレクリエーション、 童謡唱歌の指導、 伝統料理の指導

　　

”あんしん広場” のお助け係ができた

　

◎ “あんしん” 発足８周年を記念して、『”あんしん” の輪を広げる集い』 を開催。 これまで

　　

に瀬戸内寂聴さん、 加藤登紀子さん、 永六輔さんと竹熊宣孝さんをお招きする。

５

　

これからの “あんしん“

　

がめざすもの

（１） ＪＡ （農協） らしさを追求するなかで、 高齢者が生きがいを持てる取り組み
（２） 失われつつある、 地域の 「食」 を中心にした生活文化を次代につなげる
（３） ＪＡ （農協） が、 地域のくらしのキーステーションになる
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「生き活き塾」 － 《新発見、 人材育成の場

若妻大学 （昭和５５年 （１９８０））、 女性大学 （平成５年 （１９９３））
※ＪＡあづみの合併１５周年を記念して開設

（１） 平成１１年 （１９９９） ７月 「生き活き塾」を開講…地域づくりの担い手づくり
１期２年

定員１００名でスタ←ト‐・２期生 （平成１３年）１５４人、 ３期生 （平成１５年）２３４人

４期生 （平成１７年）１８３人、 ５期生 （平成１９年）１５３人

（２） 講義内容－・毎月約１回、 １期 （２年間）２２回

　　

ｏ地球 （安曇野） にやさしい環境をつくる学習…食 ｏ農ｏ環境

　

ｏ福祉社会のあるべき姿－健康 ｏ 生きがいづくり・ボランティア

　　

。デイサービス 「あんしんの里

　

檎」 の畑実習

（３） 修学旅行も実施…

　　

１期

　

中国蘇州と歴史の町上海の旅 （葉物野菜づくり農家を見学）

　　

２期

　

ハルピン・長春ｏ藩陽への旅 （きのこ・野菜の農家見学）

　　

３期

　

南九州霧島・指宿の旅 （エネルギーの自給いのちの循環を体験）

　　

４期

　

ベトナムへの旅 （ベトナムの農業ｏ葉菜）

　　

５期

　

韓国農業体験の旅 （農家訪問、 農業公園・農業試験場見学）

（４） 平成１５年にアンケート

①

　

参加者の多様性…従来の女性部員主体とは違う

　

ｏ農協女性部以外の場で活動している人

　

ｏ准組合員や組合員以外の人、

　

ｏ男性
②

　

参加者のニーズ、 参加理由

　

・食や農の知識や技術の習得

　

ｏ地域活動への参加意欲が高い
③ 農協に対する要望

　

ｏ食や農

　

・高齢化問題

（５） 生き活き塾は、 家庭での一人ひとりの実践と、 地域での実践を目指した。

　

ｏ塾への参加が契機となり、 「あんしん」 会員へ …活動家の養成

　　

朗読ボランティア・・・「家の光」 などを使って “あんしん広場” や 「あんしんの里

　

輪」

で読み聞かせを行っている

直売所 「ふれあい市

　

安曇野五づくり畑」 の出荷者…学習の実践
「菜の花プロジェクト安曇野」 の誕生、 菜種油 ｏひまわり油の商品化は循環型農業を学ぶ、

環境づくりの実践

（６） 生き活き塾は、 安曇野市ブランドデザイン会議と連携、 地域に拡がる。

　

生き活き塾から育った活動は、 安曇野市ブランド会議と連携を持ち、 活動は「菜の花咲か

せ油をとろう」 と、 「菜の花プロジェク ト」 小林あや子リーダー、 おいしいご飯を食べよ

　

う 「ぬかくど隊」 小口輔貴子リーダーと、 地域活動を支えるリーダーが育ちました。

－６７－



盆

　

「五つ《り畑」 － 「生き活き塾」 で習得したものを生かす実践の場

（１） 平成１４年 （２００２） ６月に直売所「ＪＡあづみふれあい市

　

安曇野五づくり畑」 を

　

開設
「あんしん」 委員会、 女性部や青年部、 「生き活き塾」 を運営委員
年会費はＬＯＯＯ円
会員５１人と３団体 （発足時） ヰ平成１９年３月現在

　

会員８５人と３団体

（２） 一年中緑の野菜を作り食べて健康に暮らす 「生きがい農業」 を支援

　

ｏ元気な高齢者が自分のペースにあった形で耕作し、 「お裾分け」 の気持ちで販売する

　

・高齢者といえども、 「孫の小遣い銭くらい自分で稼げる」 という、 自立の気持ちが育まれ

　

てきた。

　

ｏ 旨い米を食べたいと 「ぬか竃 （くど） ご飯」 を炊き始めた。

、 ８時～１０時 （２時間）ｏ 「安曇野スイス村」 前の広場で、
１４

　

廿

　　

３８口

　　　　

４９１人

（３） 目

　

的（会則から）

　

・・，・・・、 ５づくり運動の普及とともに、 地域住民の健康で文化的な生活の一層の推進のため、

　

地域で生産された農産物とその加工品を地域で消費することで、 地域農業の活性化ばかりで

　

なく、 消費者との交流を通じて、 地域に農業を基盤とした伝統文化の伝承と拡大に資する」

　

ｏ女性部で取り組んできた自給率向上運動 （＝五づくり運動） の精神を受け継ぎ、 その普及

　

を図る

　　

※五づくり運動

　

①

　

家庭菜園を充実しましょう、 ②

　

家庭果木をつくりましょう

　　　　　　　　　

③

　

雑 穀 ｏ 大豆をつくりましょう、 ④

　

ニワトリを５羽飼いましょう

　　　　　　　　　

⑤ 手作り加 工 をしま しょう

（４） 常備品を開発・・・地元産の米や野菜等を使った五づくり畑オリジナルパ・ン

　

ｏ他農協 （ＩＡ仁賀保、 ＪＡそうま、 ＪＡおちいまばり） の農産物や加工品 （納豆） も仕入

　

れ販売

（５） 平成１５年（２００３） ４月から学校給食への食材供給も始める

　

ｏ生涯フェスティバル （安曇野市）、 武蔵野市 （旧豊科町姉妹都市） でのイベントにも参加

（６） 「あんしん広場」 を併設

　

ｏ “あんしん” の委員が交代でお世話係

　

。全国各地からの観光客が多く見える場所柄、 安曇野スイス村農産物直売所に出荷に来る生

　

産者や、
“あんしん広場” お世話係まで巻き込んで、 地元農産物や地域の伝統的な食べ方

　

などを全国に発信

「五づくり畑」 での直売と来店客との応対が、 参加者の生きがい

－６８－



３。 生き活き塾 「菜の花ブ圏ジェクト安曇野」 の誕生

　　

ｏ 平成１６年１０月１４～１６日、第３期生き活き塾生の修学旅行が行われた。

　　

ｏこの修学旅行；では、 個人が家庭でどれだけのエネルギーを自給し、 環境を汚さずに暮らせ

　　

るかを学んだ。

　　

ｏ そこで、 旅行に参加した人を中心に、 まず自分たちでできることとして、 スイス村前の休

　　

耕田を借りて、 平成１６年１１月１日６０アールにアブラナの種をまいた。

　　

・ 「何か実践しなくては」、 その心意気だけで取り組んだ。 安曇野の休耕田を真っ黄色に染

　　

めよう運動は、 平成１７年春真っ黄色の菜の花を咲かせた。

　　　

平成１７年５月連休………………・一・・雪解けの常念岳を背景に、 真っ黄色の菜の花が畑－

　　　　　　　　　　　　　　　　

面 に咲 い た。

　　　

平成１７年６月 ３日午前８時・‐・・－・－－・刈り取り作業 … 生き活き塾塾生４３名参加

　　　　　　

６月１５０１６日午後 １時…… 脱穀作業 … 延べ３８名参加

　　　　　　

１０月１７日 －・’………・・・甲… 信濃町（農）信州黒姫 高原ファミリーファーム に搾油
依頼。 菜種２５０ｋｇから６０βの菜種油

ｏ 平成］７年度収穫した菜種でつくった油は、 皆さんにどんどん食べていただいて試食用のみ。
あっさり油ぎれよく、 おいしいと大好評。 この 「おいしい油を食べたい」 という思いが菜
の花を咲かせ、 油を絞るというエネルギ←をつくりつづけている。

　

そこでの搾油業者との出会いが、 ひまわりの食用油をつくるきっかけとなり、１

　　　　　

ひ

　　　

油
・

　

蒔

　

花翌年 （１８年） からは、 ひまわり油をとるために種を蒔き花を咲かせた。

図菜の花プロジェクトの作付け実績

年度
ナタネ ひまわり

作付け 収穫量 搾油量 作付け 収穫量 搾油量
１７年 ６０ア「ル ２５０キロ ６０リツトノレ

１８年 ５０ 獅 ２７０ １５アール ２１０キロ ３６リットル

１９年 ６０ ３５７ ５７ ４５ ８７８ １９２
２０年 ２５０ ２，５〔刀 ７（め １５ ６仰 １５０

ナタネ

※平成１９年より安曇野市給食センターに、 菜種油・ひまわり油のプレゼントを始める。
平成２０年度より菜の花の作付面積も増えた。そこで、地元小学校の児童や早稲田大学の学生の

　

ための手刈り体験用圃場の他は汎用コンバインによる刈り入れを行った。

　

菜種の収穫量も増えたので、 江戸時代からの伝統的な「玉締め絞り」 で搾油を続けている福島

　

県の『平出油屋』さんに搾油を依頼して、 菜種油本来の味を皆さんに味わってもらうことがで

　

きた。

平成１９年１２月２７日

　

おいしい油を子どもたちに食べさせたいと、 安曇野市中部給食センターに、 菜種油１５
リットル、 ひまわり油９リットルをプレゼントすることが出来た。

　

この油は１月の給食メニューに使われ、 妙め油やサラダのドレッシングとして使われた。
ひじきの五目煮、 ポークビーンズ、 焼きそば、 チーズサラダなど、 小学１年生の給食の

時間をのぞいてみると、 子どもたちは 「おいしい」 「おいしい」 を連発、 ちょうどひじき
の五目煮のメニューのときの声を聞いてみると、 「今まで食べたひじきの中で一番おいし
い」 と、 何とも可愛いことを言ってくれた。

　

この愛らしい、 いとおしい子どもたちのために、 もう一踏ん張りしたいとプロジェクト
のメンバーは決意を新たにしている。
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１響肇轡縮も謝隣撚らｉ署艶繰る管状母診察紫
！

　

使い、 余らせ、 捨て、

　　　　　

ず 冒も
。。。一。醐。醐 醐．岬醐。幽 蜘 醐ヂヂ

　　

醸

図ｏ朝食欠食 （夜型）、 個食、 孤食＝．

　

図
好きなおやつ…スナツク票守、

　　

！
圃

　

チョコ、 ポテトチップ、 アイス、

　

ｉ

…。観 窪とき楽しいと感じていない。星
図ｏ家庭の食事より、コンビニの方が… 琶

　　　

大企業に支配され危禽デ
　
　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

学校、 保育園． 著者に
食や農について語る．
ともに耕す

ｏ人は土の子ども

　

肉、学」 魚も・・
みんな大地から
の、 土にお返し。ｏ士から出たもの、

　

に

　

遮

　

。

　

生ごみ、 土手草 落葉、 ワラ、

　

糠、 とぎ汁、 廃油…
みんな宝物

ｏ食、 農、 健康、

　　　

環境のかかわり合い
ｏ農こそ生きる原点
ｏ耕しているからこその熱い思い

ヂｏＱ子どもの老化現象が，。
。

　

ジ リ ジ リ と …

　　　　

ｏ
。

冨ｏ骨のもろさ、 アレルギー、 低体 萱

。

　

′皿、

　

便秘 一

　　　　　　　　

。
…ｏ子どもの成人病 （高脂血症、

　　　

高血圧、 肥満…

　　　　

萱
：ｏ朝からアクビ、

．疲れ イライラ、１
量

　

やる気ない…
ｉｏまめまめしさの衰え、

　　　

　　　

　　　

　 　
眠い、 眠れない。ＰＯＯり。々

ｂ々ｐ
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ｂ
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第５期

　

噂 きざ書 評 瀞

　

講座肉春

平成１９年

　

－開校式－
６月５日

　

第「回講義

　　

「広げよう支えあいｑつなごう地域の地力」

　　　　

早稲田大学人間科学部 教授

　　

加瀬裕子さん

　　

「おいしい国産の菜種油を求めて：キザキノナタネとは＝」

　　　　

独立行政法人東北農業研究センター

　　　　　　

寒冷地特産物研究チーム

　　

山守

　

誠さん
７月１０日

　

第２回講義

　　

「我が家の畑から自給を高めるＰａｒｔｌ」
細井干重子さん

８月２８日

　

第３回講義

　　

「こころを声にのせて」

　　　　

元ＳＢＣアナウンサー

　　　

大久保知恵子さん

　　

「恐るべき輸入食材の実態！それでも食べますか０

　　　　　　

農民違食品分析センター

　　

黒石昌孝さん
９月１４日

　

第４回講義

　　

「菜種栽培運動でおいしい油づくり＝業種栽培技術ニ」

　　　

ＪＡ長野県営農センター技術審議役

　

塚田元尚さん

　　

「冬場の野菜づくり＝我が家の畑から自給を高めるＰａｒｔ２二」
細井千重子さん

１０月２日

　

第５回講義

　　

横浜港視察研修会

　

＝輸入農産物の現状と課題：
１０月３０日

　

第６回講義

　　

「協同と参画による新しい時代の地域づくり」

　　　

〔社）ＪＡ総合研究所 常務理事

　　

桜井

　

勇さん
１「月１３日

　

第７回講義

　　

「食と農の教育」＝地産地消で元気に長生き＝

　　　　　　

郡山女子大学

　

櫨教授

　　

平出美穂子さん

　　

「デンマークに学ぶ豊な老い方」

　　　

ユーロ・ジャパン・コミュニケーション社

　　　　　　　　　　　　　

小島ブンゴード孝子さん

１２月１４日

　

第８回講義

　

箆物づくりフェスタ：安曇野の伝統行事：

　　

「伝統食は長寿食：８つの健康食で一生元気＝」
食文化史研究家

　　

永山久夫さん
平成２０年
１月２５日

　

第９回講義

　　

「台所から地球環境」

　　　　

（株）環境総合研究所

　

常務取締役

　　　　　　　　

副所長 池田こみちさん
「協同の力を信じて＝地域ｒこ夢の花を咲かせよう：」

金城学院大学現代文化学部

　　　　　

准教授

　　

朝倉美江さん
２月６日

　

第１０回講義（地域福祉フォーラム）

　

地域生き活き活動実践

　　

「免疫を高めると病気は必ず治る」

　　　

新潟大学大学院医歯学総合研究科

　　　　

免疫学・医動物学学科

　

教授

　　

安保

　

徹さん
２月２３日

　

第１１回講義

　　

「あづみ野環境フェア」環境舌動僻表会・菜の花ブ□ジェクト

　　

「ムツゴ□ウ 大いに語るｔ」

　　　　

畑

　

正憲

　

氏

３月４日

　

第「２回講義

　　

「我が家の畑から自給を高めるＰａｒｔ３」
細井干重子さん

「黒大豆の栽培」

　　

ＪＡあづみ 穂高地域営，裏センター
次長

　　

荷村健治さん
４月２２日

　

第１３回講義

　　

Ｐ気をつけよう，農薬事故・農業事故」

　　　　　　

（財｝日本農村医学研究所

　　

臼田

　

誠
５月１７日

　

第１４回講義

　　

第８回（２００８）全国菜の花サミット ｍ 信州・大町

　

分科会「生きがい」

　　

キーワード：福祉や教育での取り組みと課題

臼田

　

誠．さん

６月２７日

　

第「５回講義

　　

「学校給食の現状」

　　　

管襟栄養±

　　　　　　　　　　

＊目沢はまさん

　　　

安曇野市立泥金小学校管理栄養土 土屋純子さん

　　

「」］、と身体の１建康づくり」

　　　

鹿我鳥三才山リハビリテーションセンター

　　　　　　　　

汁健康管理科長 奥原いずみさん
７月１０日

　

第１６回講義

白石正彦さん
しし

　　　　　　

高齢生活研究所 代表

　　

浜田きよ子さん
７月２０日

　

第１７回講義

　　

「食と農を生きる力に１

　　　

大阪千代田短大幼児教育科 講師

　　

山崎万里さん

　　

「地域に協同の輪を拡げよう～いのちと食と農を結ぶ活動～１

　　　

（社）ＪＡ総合研究所

　

客員研究員

　　

根岸久子さん
９月２日

　

第「８回講義

　　

「ネ同業者から見た地域再生」

　　　　

図書，出版昭和堂

　

取締役編集長

　　

鈴木了市さん

　　

「菜種栽培で地域活性化を」

　　　　　

元ＪＡ高岡営農部営農課長
１０月２７日

　

第１９回講義

　　

「人生に定年はない」

水越久男さん

松本短期大学

　

学長

　　

山ーー埼健治さん
「タイ王国の協同組合とくらし」

　

ＪＡあづみ総務開発事業部福祉課

　

池田陽子さん
「消費者の被害予防」

　　

安曇野警察署

　

生活安全主任

　　　　　　　　

巡査部長 佐藤由己子さん
「１月４８

　

第２０回講義

　　

「有機農法とはどのような技術か」

　　　

景連判学園農業栄養専門学校 教授

　　

涌井義郎さん

　　

「市民と行政の協働による安曇野ブランド構築に同１ブてき」

　　　

安曇野市産業観光部安曇野ブランド推進室
室

　

長 中川完治さん

　　　　　　　　　　　

企画員

　　

宮達万茂驚さん

１２月俸日

　

第２「回講義

　

菌物づくりフェスタニ安曇野の伝統行事＝

　　

「伝統食はすこやかな子供を育む」
食文化史研究家

　　

永山久夫さん
平成２１年
１月１４日

　

第２２回講義

　　

「ぞうりづくりニ卒業作品＝」

　　　　

］ツトンＢＳ

　　

宮本羊子さん・塚本美保子さん
２月６日

　

第２３回講義 （地域福祉フォーラム）

　　

，地域生ま舌き活動実践

　　

・調査報告から

　　　

①

　

住み良い地域づくりアンケート報告

　　　　

（財）協同組合研究所

　　　　

（社）ＪＡ総合研究所 主任研究員

　　

樫井

　

勇さん

　　　

②

　

いきいき健診結果報告

　　　　

佐久総合病院健康管理センター

　　　　　　　　　　　

保健師主任

　　

中運あｒブみさん

　　　

③

　

住み慣れた地域での生きがい活動アンケート調査報告

　　　　

早稲田大学人間科学部

　　　　　　　　

教授

　

加瀬裕子さんと加瀬研究室の皆さん
２月１７日

　

修了式

　　

記念講演

　　　

「心豊かに生き活きと輝くために」

　　　　　　

福井県立大学経済学部 教授

　　

北川太一さん

‐
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Ａあづみ

第６期 塾生募集′
農業協同組合の原点は、

　　　　　　　　

「心豊かなふれあいの里」 を築くこと

　

相互扶助の精神にあふれた

　　　　　　

をめざすものです。

　　　

，「こ こ ろ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「農 の 心」 を 基 本 に し て、 年 齢 も 性

ＪＡあづみ生き活き塾では、 その

　　　

別もさまざまな組合員９地域の人々が
「こころ」 を共有する地域の人々が一

　　　

持ついろいろな疑問・課題をみんなで
（ひとつ） になって、 この安曇野に

　　　

考え、 みんなで活動します。

募集対象 組合員及び地域の皆様
受講期間

　　　

平成２１年（２００９年）６月～２３年（２０１１年）２月 … 毎月１回程度

講座内容

　　　

目

　

標

　

ぬくもりのある地域

　

～あんしんして暮らせる里～

　　　　　　　

（１） 地球（安曇野）にやさしい環境をつくる学習…健康６農業・環境

　　　　　　　

（２） 福祉社会のあるべき姿 … 健康ｏ生きがいづくりｏボランティア
経

　　

費

　　　

原則としてＪＡが負担します。

　　　　　　

ただし、．教材や昼食の必要な場合には各自に負担していただきます，

申し込み受付

　

ＪＡあづみ福祉課 （富７２一２１４８）

　　　　　　　　　

※支所経由でお送りく ださい。

募集締め切り

　

平成２１年５月１１日 （月）

ＪＡぁづみ

　

せ き活き慈」 受講申込書
き活き塾塾長殿
「ＪＡあづみ

　

生き活き塾」 の受講を申し込みます

男

　

ｏ

　

女
生年－
月 日

ご 住 所
了

電話番号 ご職業

鋪樽晴豪務鷲決－含意紘愈驚喜墓詣イサ＝ビス） ；：夏麗尋謬ｇ
ださ い。

；５． 学敦給食に食材を提供する会 （仮称）

　

６， その他

－７２－



Ｊ Ａ‐

　

綱

　

領

～

　

わた したちＪＡのめざすもの

　

～

わたしたちＪＡの組合員り役職員は、 協同組合運動の基本的な定義 Ｑ 価

値 ｏ 原則 （自主、 自立、 参加、 民主的運営、 公正、 連帯等） に基づき行動

します。 そして、 地球的視野に立って環境変化を見通し、 組織の事業・経

営の革新をはかります。 さらに、 地域 ｅ 全国・世界の協同組合の仲間と連

携し、 より民主的で公正な社会の実現に努めます。

　

このため、 わたしたちは次のことを通じ、 農業と地域社会に根ざした組

織としての社会的役割を誠実に果たします。

「。 わたしたちは、 地域の農業を振興し、
わが国の食と緑と水を守ろう。

「。 わたしたちは、 環境・文化ｏ福祉への貢献を通じて、
安心、して暮らせる豊かな地域社会を築こつ。

「。 わたしたちは、 ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、
協同の成果を実現しよう。

「。 わたしたちは、 自主 ｏ 自立と民主的運営の基本に立ち、
ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。

「。 わたしたちは、 協同の理念を学び実践を通じて、
共に生きがいを追求しよう。

－７３－



『』豊麗づみ生き活き塾
菜の花ブ圏ジェクト安曇野』⑩藩動

～私短ちの菜の花畑ガらおいしさを搾ります～

　

　

　

　

　　
　 　　 　

　
　

　　

〆．－

　　　　　　

－

　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

′－ョきき豊三〆撰響園灘鰯繋謹聴諺翻
肥料化

　

ー 「ｒ／

　　　　　　

　　　　

　

　　　　　　　　　　

　　　　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鑑謡に

　

、
に

　

議 選デー 馴≦稚．，；

－
，博愛富 』 菜の花油でいのちの循環、‘遁懲三量

資源の循環

　

１戸２ａ業種栽培運動に取り‐組‐みます

　　　　　　

な ぜ、２ａ？ 取り組みの効果

☆各世帯が２ａの菜の花栽培を行うことにより、食用油

　　

★食用油の自給によって、ポストハーベスト（殺虫剤、

　

の自給が可能となります。

　　　　　　　　　　　　　　

殺菌剤）、 溶剤抽出 （ヘキサン、 ベンジン、 ベツゾ

こいつた輸入食☆長野市の１世帯当たりの年間食用油消費量 （２００４年

　

度）は、１３．３ｋｇとなっています（全国平均は約９．４ｋｇ）。
☆１３．３ｋｇの油を生産するのには、約４０ｋｇの菜種が必要

　

です。 また、 菜種の収量はｉ５０～２００ｋｇハｏａとなつて

　

います。
☆よって、 自給の実現には約２ａの栽培が必要となるわ

　

けです。

　　　　　　　

÷

　　　

⑥ 安

ゴ回ジエクトの課題

ｏ栽培面
栽培技術の確立、栽培地の確保、
汎用コンバインの利用、輪作体系の確立

ｏ加工（搾油）
搾油プラントの検討

◎イベントの企画
例）菜の花祭り、灯明祭り、試食会

ｅ食育
環境学習など

年間スケジュール

６月中旬

　　

栽培研修 （スイス村）

６月中旬

　

刈り・取り研修

６月中旬～７月中旬

９月下旬

１０月中旬

収穫◎乾燥ｏ調製

播種
搾油

　

構成団体に支援団体

・構成団体
ＪＡあづみ
ＪＡあづみ生き活き塾
ＪＡあづみくらしの助け合い

　　　

ネットワーク “あんしん”

ＪＡあづみふれあい市五づくり畑
国営アルプスあづあの公園

り支援団体
松本農業改良普及センター安曇野支所
社団法人長野県農協地域開発機構

－７４－
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′′ｒリーダーに

　　

韮

　　　

　
　

　

　

　

　解決台肋

　　

求められる と

　　　

１１
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１１
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ＩＪＩー′
目的を
に活動・

型 の，，
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○「あんしんの里

　

橡」菜園での実践
０ “あんしん広±湯７での朗読ボランテイア

２

　

地域・社会を見つめ高める学習

　

○求められていることを知る

　

○自分たちの知りたし、ことを知る
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経済評論課
内
橋
克
人
先
生
を
お
迎
え
し
て

め

　

こ
の
生
き
活
き
塾
は
、
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ

て
も
、
農
業
協
同
組
合
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

相
互
扶
助
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
心
を
大
切
に
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

『
あ

ん
し
ん
広
場
』
『
ふ
れ
あ
い
市
安
曇
野
五
づ
く

り
畑
』

『
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
安
曇
野
』

『
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
、
一
人
ひ
と
り
が

主
役
に
な
っ
て
そ
の
活
動
の
価
値
を
丑
公
偏
し
な

が
ら
、
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ
る
里
の
実
現
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
橋
先
生
は
、

「
十
年
で
よ
く
こ
こ
ま
で
や

り
ま
し
た
ね
」
と
ま
ず
『
あ
ん
し
ん
』
の
活
動

を
賞
賛
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の

『
あ
ん
し
ん
』
の
活
動
こ
そ
が
二
十
一
世
紀
が

失
っ
た
社
会
的
正
義
に
か
な
う
活
動
で
あ
り
、

先
生
が
提
言
さ
れ
て
い
る
『
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏

へ
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ケ
ア
の
自
給
圏
）
』

の
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
発
信
し
た
い
、
人
が

人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
普
遍
性
と
ど
こ
に
も

な
い
先
進
性
を
持
っ
て
い
る
活
動
と
ま
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
あ
、

こ
れ
か
ら
も
塾
生
漂
人
ひ
と
り
が

『
創
る
喜
び
』
『
働
く
喜
び
』

『
交
わ
る
喜

び
』
に
燃
え
て
、

自
ら
の
こ
と
と
し
て
創
り
続

け
て
き
た
杵
を
大
切
に
、

『
賢
さ
を
伴
っ
た
勇

気
』
を
伴
っ
て
頑
張
っ
て
歩
き
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
地
で
、
だ
れ
で
も
な
い
私
自
身
が
幸
せ

に
生
き
続
け
る
た
め
に
。

　

そ
ん
な
塾
生
の
熱
い
想
い
を
三
名
の
代
表
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　　　

～′

　

′、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　

臼

井

節

子
さ
ん

　
　
　
　

　　　　　　

と
を

『
あ
ん
し
ん
広

場
』
や
あ
ん
し
ん
の
里
槍
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

聴
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
実
践
活
動
が
徐
々
に

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
交
流
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
活
動

を
通
じ
て
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
が
で
き
た
こ
と
も

喜
び
で
す
。

『
あ
ん
し
ん
広
場
』
で
生
き
生
き

と
楽
し
く
交
流
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
の
姿
に
、

元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
・ず

　

こ
れ
か
ら
年
を
重
ね
て
い
く
私
た
ち
は
、
住

み
な
れ
た
所
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
ひ
と
り
一

人
の
願
い
を
大
切
に
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い

さ
ま
」
と
『
あ
ん
し
ん
』
有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
に
、

み
ん
な
で
心
も
体
も
あ
ん
し
ん
し

て
暮
ら
せ
る
里
を
自
ら
の
手
で
つ
く
り
続
け
た

い
、

そ
ん
な
想
い
を
込
め
て
朗
読
し
ま
す
。

あ
し
た
へ
の
あ
ん
し
ん

だ
れ
も
が
思
う
老
後
の
こ
と

　

お
互
い
だ
っ
だ
一
度
の
人
生
を

住
み
な
れ
た
土
地

　

住
み
な
れ
た

　

つ
つ
が
な
く
明
る
く

　

い
き
い
き
と
暮
ら
し
だ
い

人
が
人
を
援
助
す
る

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

　

元
気
な
と
き
に
は
協
力
を

困
っ
た
と
き
は
助
け
て
も
ら
う

人
と
人
と
が
自
然
の
ま
ま
に

　

心
と
体
を
支
え
合
い

み
ん
な
で
力
を
出
し
台
つ
て

住
み
な
れ
た
家
で

創
ろ
う
温
も
り
の
あ
る
地
域
と

あ
ん
し
ん
し
て
馨
ら
せ
る
里
を

　

人仲．
狗
Ｙ
ＡＷ

　

〆斧Ｙ十島
▽
ｊｏ

　

ｐ

　

ｐ

　

の

　

桝
ｆＡ堺

　

品等

　

がＹ

　　　　　　

細

萱一
富

子
さ
ん

　
　
　
　
　

　　　　　　　

食
品
の
添
加
物
を
通
し
、

　　　　　　　

食
の
安
心
・
安
全
、

農

地
の‐
荒
廃
等
に
よ
る
自
給
率
の
低
下
等
、

様
々

な
事
を
知
り
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
物
、
緑
の
野
菜
が

一
年
中
食
べ
た
い
と
、

ス
イ
ス
村
の
前
で
，
五

づ
く
り
畑
が
始
ま
り
、
又
、
薬
品
、

添
加
物
の

入
ら
な
い
油
が
食
べ
た
い
と
、
菜
の
花
・
ひ
ま

わ
り
の
栽
培
を
し
て
、
本
当
の
混
ざ
り‐
の
無
い

油
を
食
べ
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
味
を
、

子
供
達
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
と
、

学
校
給
食
に
持
っ
て
行
き
、
食
べ
た
子
供
た
ち

の
素
適
な
お
い
し
い
と
云
う
言
葉
に
嬉
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
、
小
学
校
の
子

供
達
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
、
そ
し
て
地
域
へ

と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

六
期
の
開
講
に
あ
た
り
、
新
し
い
塾
生
も
増

え
ま
し
た
。
二
年
間
の
学
び
を
基
に
、
食
の
安

心
・
安
全
、
農
地
の
荒
廃
を
減
ら
し
、
自
給
率

を
高
め
、
循
環
型
農
業
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
未
来
有
る
子
供
達
の
為
に
豊
か
な
自
然
を

守
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
よ
う
。

　　　　　　

柴

野

道

夫
さ
ん

　
　
　
　
　

　　　　　　　

当
た
り
、

こ
の
塾
の
企

　　　　　　　

画
立
案
に
携
わ
っ
た
間

係
者
の
ご
努
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ

の
塾
で
学
べ
る
幸
せ
と
決
意
を
ひ
と
こ
と
申
し

述
べ
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
で
定
年
を
迎
え
、
残
さ

れ
た
人
生
を
、
生
ま
れ
故
郷
の
こ
の
安
曇
野
で

百
姓
を
し
な
が
ら
生
き
よ
う
と
田
舎
暮
ら
し
を

始
め
た
十
年
前
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
生
き
活

き
塾
が
開
講
さ
れ
、
第
一
期
生
と
し
て
二
年
間

学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
無
農
薬
有
機
栽

培
の
実
践
は
極
め
て
健
康
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル

と
し
て
私
の
暮
ら
し
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
十
年
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
世

の
中
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
安
曇
野
市
も

誕
生
し
ま
し
た
。

　

十
年
前
に
は
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
も
、
食

育
と
い
う
言
葉
も
ま
だ
な
く
、
安
全
、
安
心
に

対
す
る
関
心
も
環
境
問
題
も
福
祉
政
策
も
高
齢

化
と
と
も
に
非
常
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
相
互
扶
助
、

目
指
す
は
共
生
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
内
橋
克
人
先
生
の
「
共
生
経
済
が
始

ま
る
」
と
い
う
お
話
、
第
六
期
の
開
講
記
念
講

演
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
今
期
の
メ
ニ
ュ
ー
に
「．
学
校
給

食
に
食
材
を
提
供
す
る
会
（
仮
称
）
」
と
い
う

の
が
あ
り
、

こ

の
塾
で
学
び
た

い
と
思
い
ま
し

た
。

ま
れ
る
』
と
い

う
普
遍
的
な
言

葉
を
大
切
に
、

小
さ
な
こ
と
を

大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

たＵワ十Ｍ
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健
康
長
寿
は
地
域
で
つ
く
る
・
守
る
〉

地
域
の
高
齢
者
を
元
気
に
し

Ｊ
Ａ
の
仕
事
も
つ
く
り
出
す

　　　

′

ー
ー
長
野
県
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夕
あ
ん
し
ん
乙

の
取
組
み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
に
広
が
る
の
ど
か
な
田
園
地

帯
、
長
野
県
安
曇
野
市
。
行
楽
の
車
が
行
き
交
う
長
野
自
動
車

道
や
国
道
一
四
七
号
線
か
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か
離
れ
る
と
、
昔
懐

か
し
い
農
村
の
風
景
に
出
会
え
る
。
そ
こ
に
立
て
ば
、
お
そ
ら

く
誰
も
が
日
々
の
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
ほ
っ
と
し
た
心

持
ち
に
な
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
地
で
「
い
つ
ま
で
も
り
あ
ん

し
ん
‘

し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
共
に
学
び
、
ふ
れ
合
い
、

助
け
合
っ
て
き
た
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
あ
ん
し
ん
Ｌ

を
訪
ね
た
。

「
あ
し
た
へ
の
あ
ん
し
ん
」
を
目
指
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｊ
Ａ
の
生
活
福
祉
活
動

「
あ
ん
し
ん
」
と
い
う
言
葉
、
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
展
開

す
る
生
活
福
祉
活
動
の
目
標
で
あ
り
原
点
で
も
あ
る
。

平
成
十
年
、
Ｉ
Ａ
あ
づ
み
に
福
祉
課
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の

二
年
後
に
迫
っ
た
介
護
保
険
制
度
導
入
に
向
け
、
同
Ｊ
Ａ
が
打

ち
出
し
た
事
業
参
入
の
た
め
の
最
初
の
一
歩
だ
。
「
し
か
し
、

は
仲
間
と
と
も
に
活
動
し
、
困
っ
た
と
き
は
支
え
合
う
。
そ
れ

は
自
然
な
こ
と
で
す
し
、
そ
う
い
う
思
い
を
も
っ
た
人
が
地
域

に
は
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
人
た
ち
に
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
活
動
も
幅
が
広
が
り
、
助
け
合
い
の

力
も
強
く
な
っ
て
、
次
の
世
代
へ
ス
ム
ー
ズ
に
バ
ト
ン
を
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
あ
ん
し
ん
夕
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

点
と
点
を
結
ん
で
線
と
し
、
丈
夫
で
柔
軟
性
も
兼
ね
備
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
気
づ
い
た

の
で
す
」
（
池
田
さ
ん
）

　

こ
う
し
て
平
成
十
年
七
月
、
「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
夕
あ
ん
し
ん
ク」
が
産
声
を
上
げ
た
。

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
精
神
が

支
え
る
有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　

実
は
、

あ
ん
も
ん
彰
に
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
六
０
歳
代
以

上
の
グ
ル
ー
プ
「
よ
っ
ば
会
」
と
い－
え
剛
身
が
あ
り
、
す
で
に

平
成
二
年
か
ら
助
け
合
い
制
度
を
始
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
夕
あ

ん
し
ん
々
の
発
足
は
、
「
よ
っ
ば
会
」
か
ら
の
改
称
と
い
う
格

好
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
池
田
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る

積
年
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
ｊ
Ａ
女
性
部
、
そ
し
て
六
〇
歳
代
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

鞭霞国璽謎姿亜圃矧謎鰹醜

　　

く健康長寿は地域でつくる・守る）

専
門
職
は
お
ら
ず
、
素
人
集
団
に
よ
る
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
」
と
福
祉
課
の
池
田
陽
子
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

「
地
域
の
中
で
展
開
す
る
ｊ
Ａ
ら
し
い
高
齢
者
福
祉
事
業
と

は
何
か
？・

そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら
い
い

の
か
？
」

　

こ
の
答
え
を
追
求
す
る
池
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
こ
ろ
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
が
組
合
員
を
対
象
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
そ
の
後
の
活
動
が
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
羅
針
擬

と
な
っ
た
。

　

「
生
活
の
三
大
関
心
事
は
、
健
康
、
老
後
の
生
活
、
農
業
の

将
来
。
多
く
の
方
が
、
生
き
て
い
く
不
安
、
老
い
て
い
く
不
安
、

暮
ら
し
て
い
く
不
安
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ａ
に
は
高
齢
者
福
祉
事
業
や
暮
ら
し
の
助
け

合
い
活
動
を
支
援
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
た
の
で
す
」
と
池

田
さ
ん
。

　

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
「
安
心
」

を
生
み
出
す
こ
と
だ
。
「
住
み
慣
れ
た
安
曇
野
の
池
で
安
心
し

て
暮
ら
Ｌ
続
け
た
い
」
と
い
う
多
く
の
人
の
思
い
を
、
池
田
さ

ん
は
平
仮
名
の
「
あ
ん
し
ん
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
し
、
「
あ

し
た
へ
の
あ
ん
し
ん
」
と
題
し
た
詩
で
表
現
し
た
。

　

「
誰
だ
っ
て
み
ん
な
年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
元
気
な
と
き



る
活
動
で
は
、
参
加
す
る
人
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
性
別

や
年
齢
、
組
合
員
か
非
組
合
員
か
に
関
係
な
く
、
地
域
の
誰
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
Ｊ
Ａ

と
い
う
の
は
、
地
域
の
方
た
ち
が
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

合
う
た
め
に
作
っ
た
組
織
な
の
で
す
か
ら
、
ｊ
Ａ
が
地
域
の
方

た
ち
全
員
参
加
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
当
然
で
し
ょ

う
。
そ
こ
に
こ
そ
、
Ｊ
Ａ
の
存
在
理
由
が
あ
る
し
函
心
い
ま
す
」

と
池
田
さ
ん
は
熱
く
語
る
。

　

産
声
を
上
げ
て
間
も
な
い

　

夕
あ
ん
し
ん
ク
が
最
初
に
行
な
っ

た
の
は
、
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
精
神
に
基
づ
い
た

有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス
だ
。
事
務
局
は
福
祉
課
に
置
い
た
。
サ
１

ピ
ス
を
提
供
す
る
協
力
会
員
九
四
人
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望

す
る
利
用
会
員
四
七
人
、
資
金
を
補
助
す
る
賛
助
会
員
「
二
人
、

合
計
一
五
三
人
で
の
船
出
だ
っ
た
。

　

発
足
当
初
の
活
動
時
間
は
、
一
カ
月
あ
た
り
五
七
六
時
間
。

ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し
だ
っ
た
。
ク
あ
ん
し
ん
夕
が
、
ハ
イ
ハ

イ
か
ら
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始
め
た
こ
ろ
、
公
的
介
護
保
険
が
ス

タ
ー
ト
し
、
一
時
的
に
有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
時
間
は
減

少
し
た
。
が
、
そ
の
後
は
、
障
子
は
り
、
草
む
し
り
、
買
い
物

な
ど
、
介
護
保
険
で
足
り
な
い
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
助
け
合
い

と
し
て
、
地
域
か
ら
「
当
て
に
さ
れ
る
」
活
動
を
続
け
て
い
る

け
た
現
在
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、
週
一
回
程
度

。
あ
ん
し
ん
み

　

の
有
償
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
利
用
会
員
だ
。

　

「
障
子
は
り
や
草
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
気
心
の
知

れ
た
顔
触
れ
が
来
て
く
れ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る

の
が
一
番
う
れ
し
い
ん
で
す
よ
」
と
望
月
さ
ん
。

　

池
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
望
月
さ
ん
の
よ
う
な
年
の
重
ね
方
は

理
想
的
な
の
だ
と
い
う
。
元
気
な
う
ち
は
地
域
の
人
と
助
け
合

い
、
困
っ
た
と
き
は
助
け
を
求
め
る
。
「
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
様
」
と
い
う
有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
精
神
が
、
望
月
さ
ん
に

よ
っ
て
体
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

表２

　

訪問介護の内容（平成１９年度）

表１

　

”あんしん”の有償在宅サービスの活動実績

鰯 撒 醐 備
平成１１年 謎側．０

　　

１３

　　

１４

２２間鳥

鵬 獅澗籾 ㈱溺 Ｄ伽
滋 ５ｗ矧

５醐

（
表
１
、
２
）。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
一
人
、
望
月
登
志
子
さ
ん
は
八

〇
歳
。
か
つ
て
「
よ
っ
ば
会
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
介
護
技

術
研
修
を
受
け
る
な
ど
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
資
格
を

取
得
、
夕
あ
ん
し
ん
″

　

の
協
力
会
員
と
し
て
自
転
車
を
こ
い
で

利
用
者
宅
を
訪
問
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
。
要
介
護
認
定
を
愛

介
護
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
が

集
ま
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
あ
ん
し
ん
広
場
」

　

々
あ
ん
し
ん
ｏ

　

の
活
動
は
好
調
に
滑
り
出
し
た
か
に
見
え
る

が
、
「
高
齢
者
福
祉
活
動
イ
コ
ー
ル
訪
問
介
護
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
池
田
さ
ん
は
反
省
を
口
に
す
る
。
福
祉
は
、
介
護
だ
け

で
な
く
、
い
き
い
き
と
活
動
し
な
が
ら
ク
あ
ん
Ｌ
ん
″
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
部
分
が
欠
落
し
て

い
る
と
い
う
思
い
が
池
田
さ
ん
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
地
域
に
は
、
介
護
す
る
人
と
介
護
さ
れ
る
人
以
外
に
、
元

気
な
高
齢
者
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
す
。
ヘ
ル
パ
ｉ
以
外
の
活

動
の
場
が
必
要
で
し
た
」

　

そ
こ
で

あ
ん
し
ん
ク
は
、
元
気
高
齢
者
活
動
と
し
て
の
取

組
み
を
始
め
た
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ん
し
ん
広
場
」
だ
。

「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
な
た
で
も
」
を
合
言
葉
に
集
落
単
位
で

自
主
的
に
集
ま
り
、
気
軽
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
よ
う

と
い
う
触
れ
込
み
だ
っ
た
。

「
内
容
や
会
費
は
自
由
、
毎
月
一
国
開
く
こ
と
以
外
、
規
則

や
決
ま
り
は
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
立
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。
最
初
は
六
カ
所
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「くらしの助け合いネットワークαあんしん”」
委員長の宮島宏枝さん（左）から長寿まんじゅ
うを受け取る、「よっぱ会」 のリーダーを務
めた８０歳の望月登志子さん

ー
一
切
ー

（健康長寿は地域でつくる〆守る〉



．
凸
醍

　

－

　

．
鴎

　　　　
　
　

　　　　

　　　　
　　　　

　
　
　
　

対
語
＆
射

　
　
　
　

が
、
今
で
は
二
四
カ
所
、
年
間
延
べ
三
〇
〇
回
あ
ま
り
、
六
〇

０
○
人
が
参
加
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
」
｛
池
田
さ
ん
、

表
３
）

　

毎
月
第
三
火
曜
日
に
開
か
れ
る
「
倉
田
あ
ん
し
ん
広
場
」
を

訪
ね
た
。
改
め
て
連
絡
す
る
ま
で
も
な
く
、
第
三
火
曜
日
に
な

る
と
地
域
の
高
齢
者
が
公
民
館
に
集
ま
っ
て
く
る
。
雨
が
降
ろ

う
が
槍
が
降
ろ
う
が
、
毎
月
決
ま
っ
た
日
に
必
ず
開
か
れ
る
「
あ

ん
し
ん
広
場
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
だ
。
地
域
で
と
れ
た

も
の
を
材
料
に
し
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
お

し
ゃ
べ
り
が
続
く
。

夢
を
持
っ
て
輝
き
続
け
る
た
め
に
、

年
齢
・
性
別
に
関
係
な
く
、

共
に
学
び
活
動
す
る
「
生
き
活
き
塾
」

「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夕
あ
ん
し
ん
ク」
と
と

も
に
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
生
活
福
祉
活
動
の
二
本
柱
を
成
す
の
は
、

人
材
発
見
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
「
生
き
活
き
塾
」
だ
。
昭

和
五
十
五
年
に
始
ま
っ
た
「
若
妻
大
学
」、
そ
れ
を
受
け
た
平

成
五
年
の
「
女
性
大
学
」
が
発
展
し
た
も
の
で
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
、
農
業
や
食
、
福
祉
に
つ
い
て
共
に
学
び
、
活
動

し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
。
「
生
き
活
き
塾
」

と
い
う
漢
字
の
名
称
に
は
、
「
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
た
め

に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
十
一
年
の
開
講
以
来
、
一
期
二
年
の
塾
は
四
期
ま
で
に

延
べ
六
七
一
人
の
修
了
者
を
数
え
、
現
在
は
五
期
生
一
五
三
人

が
毎
月
一
回
、
座
学
や
実
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夕
あ
ん
し
ん
乙

と
ほ

ぼ
並
行
し
て
歩
ん
で
き
た
だ
け
に
、
「
生
き
活
き
塾
」
へ
の
参

加
が
き
っ
か
け
で
夕
あ
ん
し
ん
ク
会
員
と
な
り
、
活
動
の
中
心

的
な
担
い
手
と
し
て
夕
あ
ん
し
ん
ク
を
支
え
て
い
る
例
が
少
な

く
な
い
。
現
在
、
ク
あ
ん
し
ん
ク
の
委
員
長
を
務
め
る
宮
島
宏

１
ご
１

「
一
人
で
は
遠
く
に
出
か
け
ら
れ
な
い
か

ら
、
毎
月
一
回
「
あ
ん
し
ん
広
場
」
で
み
ん

な
に
会
っ
て
話
を
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み

な
ん
で
す
」
と
い、
全
戸
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
。

「
あ
ん
し
ん
広
場
」
は
、
単
に
集
ま
っ
て
、

食
べ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
Ｌ
た
り
す
る
だ
け
で

は
な
い
。
々
あ
ん
し
ん
ク
全
体
で

；

○
人
、

各
集
落
に
少
な
く
と
も
数
人
い
る
お
世
話
係

が
中
心
に
な
っ
て
、

歌
、

　

体
操
を
す
る
、

紙
芝
居
や
読
書
会
を
す
る
、
健
康
や
病
気
に

つ
い
て
学
ぶ
、
伝
統
食
や
行
事
食
を
つ
く
る
、
畑
で
農
作
業
を

す
る
な
ど
内
容
は
多
種
多
彩
だ
。

「
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
、
事
務
局
で
は
年
に

数
回
お
世
話
係
研
修
会
を
開
き
、
自
己
研
蹟
に
努
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
お
世
話
係
自
身
に
も
、
地
域
で
生
き
が
い
を
感
じ

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
も
ら
う
意
味
も
あ
り
ま
す
」
と
池
田
さ

ん
。

　

お
世
話
係
自
身
が
楽
し
い
と
感
じ
、
活
動
意
欲
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
、
「
あ
ん
し
ん
広
場
」
の
継
続
を
可
能
に
し
、
参
加

者
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
生
み
出
し
て
い
る
。

表３

　

ぁんしん広場の開催実績

１３年２月１０日
～１４年２月２８日

６カ所 釦回 閉８人

１４年３月１日
～１５年２月２８日

１５カ所 １３８回 ２４ｍ 人

１５年３月１日
～１６年２月２９日

１８カ所 ２４８岡 ５１ｍ 人

１６年３月１日
～１７年２月２８日

所力鴻 回 人馴
１７年３月１日
～１８年２月２８日

所力２１ 回醐 人剛
１８年３月１日

～１９年２月２８日 堀鑓 回網 人獅
１９年３月ＩＥＩ
～２０年２月２９日

所力繋 園 人鋤
枝
さ
ん
（
七
四
歳
）
も
そ
の
一
人
だ
。

「
十
数
年
前
の
私
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
忙
し
く
い
き
い
き
と

活
動
し
て
い
る
七
〇
代
の
自
分
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
生
き
活
き
塾
」

で
学
び
、

い
ろ
い
ろ
な

方
と
触
れ
合
っ
て
刺
激
を
受
け
た
お
か
げ
で
す
ね
。
夕
あ
ん
Ｌ

ん
ｏ

　

の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

い
く
つ
も
や
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
一
カ
月
の
う
ち
自
宅
に
い
る
の
は
一
日
あ
る
か
ど
う

か
…
：」
と
宮
島
さ
ん
。
夢
を
持
っ
て
輝
き
続
け
る
毎
日
だ
。

「
あ
ん
し
ん
広
場
」
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
前
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

宮
島
さ
ん
の
活
動
の
一
つ
に
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
あ

る
。
「
生
き
活
き
塾
」
か
ら
地
域
へ
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
思

　　　　　

い
で
、
平
成
十
六

会
宅
技

　　　

年
に
生
ま
れ
た
活

強
目
の

勉
り
読

　　　

勘
だ
。
現
在
は
二

の
と
朗

　　　　

九
人
の
メ
ン
バ
ー

　　　　　

が
毎
月
一
国
、
元

　
　
　

　
　
　

“
加
馳
駆

　

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン

ポ
逮
蝋
憐

　

サ
ー
の
大
久
保
千

隠
微
縄
徹

恵
子
さ
ん
を
講
師



に
迎
え
て
朗
読
学
習
を
重
ね
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
あ
ん
し
ん
広
場
」
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
朗
読
や
紙
芝

居
な
ど
の
出
前
サ
ｆ
ピ
ス
を
続
け
て
い
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
曽
根
原
由
美
子
さ
ん
（
五
人
歳
）
は
、
義
母
の

在
宅
介
護
の
傍
ら
、
朗
読
を
学
ん
で
き
た
。

　

「
目
の
離
せ
な
い
状
態
の
義
母
を
抱
え
、
わ
ず
か
三
〇
分
の

外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
以
前
の
生
活
で
し
た
。
そ
ん
な
と

き
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
参
加
を
決
め

る
ま
で
は
迷
い
も
し
、
何
回
か
お
断
り
も
し
ま
し
た
が
、
そ
の

ま
ま
家
に
だ
け
い
た
ら
、
私
の
人
生
は
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
曽
根
原
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

現
在
は
、
朗
読
で
出
か
け
る
と
き
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
義
母
の
介
護
を
頼
ん
で
い
る
と
い
う
曽
根

原
さ
ん
。
自
ら
の
生
き
が
い
と
な
っ
た
朗
読
で
、
地
域
の
高
齢

者
に
心
の
ぬ
く
も
り
を
届
け
て
い
る
。

ク
お
す
そ
分
け
夕
の
心
か
ら
、

戸
板
一
枚
で
始
め
た

「
ふ
れ
あ
い
市
安
曇
野
五
づ
く
り
畑
」

「
生
き
活
き
塾
」
か
ら
誕
生
し
た
活
動
に
は
、
ほ
か
に
「
ふ

れ
あ
い
市
安
曇
野
五
づ
く
り
畑
」
と
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

．
‐

　　

，

．

肋

　　

が
あ
る
。

′
－“

　

・

　　　

．

　　　　

畑

　　　　

「
五
づ
く
り
畑
」

－
－

　　　　　

．ぬ

　　

．．

　　　

襟
く

る

　　

は
、
「
生
き
活
き
塾
」

．
－

　　

・鞭

　　　　

薫

　

で
習
得
Ｌ
た
農
業
技

新鮮な野菜は飛ぶように売れる

　　　　　　　　　　　

る
う

　　

術
を
生
か
す
実
践
の

　　　　　　　　　　

れ

よ

ｊ
・
‐
・

謡

”

　　　

繋

　

場
と
し
て
露
十
四

１
１
・
．
．
儲
深
野

・

　　　　　　

に
は

　　

年
に
開
設
し
た
直
売

　　曜
野

　　

所
だ
。
多
く
の
観
光

土
な繋

　

客
が
立
ち
寄
る
＊
墓
宮

　　　

野
ス
イ
ス
村
農
産
物

直
売
所
前
の
駐
車
場
で
、
毎
週
土
曜
日
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま

で
、
正
月
三
が
日
以
外
は
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
る
。

　

「
五
づ
く
り
」
と
い
う
名
前
は
、
農
産
物
自
給
拡
大
の
た
め

の
「
五
づ
く
り
運
動
」
か
ら
き
て
い
る
。
「
家
庭
菜
園
を
充
実

さ
せ
よ
う
。
家
庭
果
木
を
つ
く
る
－
１

雑
穀
◆
大
豆
を
つ
く
ろ

う
。
鶏
を
飼
お
う
。
手
づ
く
り
加
工
を
し
よ
う
」
と
い
う
五
つ

の
合
言
葉
が
叫
ば
れ
た
。

　

「
五
づ
く
り
畑
」
の
リ
ー
ダ
ー
は
小
口
軸
貴
子
さ
ん
全
ハ
六
歳
）

だ
。
「
生
き
活
き
塾
」
で
つ
く
っ
て
余
っ
た
も
の
を
「
お
す
そ

分
け
」
の
気
持
ち
で
販
売
し
た
の
が
「
五
づ
く
り
畑
」
の
起
こ

り
だ
と
い
う
。

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

「
五
づ
く
り
畑
」
の
会
員
は
、
現
在
八
五
人
と
三
団
体
、
年

会
費
は
一
〇
〇
〇
円
だ
Ｑ
会
員
は
、
売
上
げ
の
一
五
％
を
「
五

づ
く
り
畑
」
の
活
動
費
と
し
て
納
め
、
残
り
は
各
自
の
収
入
に

な
る
（
図
１
１

「
ど
こ
か
ら
の
補
助
金
も
な
く
戸
板
一
枚
で
始
め
た
自
主
自

立
の
運
営
が
、
会
員
の
意
識
を
改
革
し
、
活
動
の
推
進
力
と
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
年
を
と
っ
て
も
、
孫
の
小
遣
い
銭
く
ら

い
は
稼
げ
る
と
い
う
自
負
も
あ
る
よ
う
で
す
」
と
池
田
さ
ん
は

一三ロ
う
ｏエ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
、
食
の
安
全
・
安
心
へ

の
関
心
の
高
ま
り
が
原
動
力
と
な
っ
た
「
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
「
生
き
活
き
塾
」
か
ら
生
ま

れ
た
取
組
み
だ
。
平
成
十
六
年
、
自
然
循
環
型
農
業
を
視
察
し

た
塾
の
修
学
旅
行
か
ら
の
帰
り
道
、
「
菜
の
花
で
油
を
つ
く
ろ

う
」
と
一
気
に
盛
り
上
が
り
、
た
ち
ま
ち
動
き
始
め
た
と
い・
亀

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
リ
ー
ダ
ー
の
小
林
あ
や
子
さ
ん

（
七
〇
歳
）
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
ス
イ
ス
村
前
の
休
耕
田
を
借

り
て
菜
の
花
の
種
子
を
ま
い
た
と
い
う
。

園１
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「
は
じ
め
の
一
年
間
は
、
屋
根
も
テ
ン
ト
も
な
い
戸
板
一
枚

だ
け
の
直
売
所
で
し
た
。
そ
の
朝
収
穫
し
た
ば
か
り
の
野
菜
を

持
ち
寄
っ
て
戸
板
に
並
べ
る
ん
で
す
。
冬
に
な
る
と
氷
点
下
一

四
～
｝
五
度
に
下
が
り
ま
す
か
ら
、
日
の
当
る
と
こ
ろ
を
求
め

て、
戸
板
を
持
っ
て
移
動
し
た
も
の
で
す
」
と
小
口
さ
ん
は
当

時
を
懐
か
し
む
よ
う
に
語
る
。

　

「
五
づ
く
り
畑
」
に
は
「
あ
ん
し
ん
広
場
」
も
併
設
さ
れ
、

参
加
者
は
「
五
づ
く
り
畑
」
の
来
客
の
応
対
を
楽
し
み
、
生
き

が
い
に
し
て
い
る
。
「
五
づ
く
り
畑
」
の
会
員
や
「
あ
ん
し
ん

広
場
」
の
参
加
者
に
と
っ
て
、
一
週
間
は
土
曜
日
か
ら
始
ま
る

ー
８
ー

守る〉



ヒマヴリ油にも挑戦。 ヒマワリの種
子取り作業に集まった久保田地区「あ

　
　

　

　

　　

　

　

　
　
　

訂
の
あ

　　

す
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リ
姫
藤
林

関
目
短

　
　
　
　
　
　

　

　

保

日
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１
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久
所
ト
人

ｏ
た
謎
夕
２

　

．

　

　
　　

　

　

　

　

　

　

　

み

リ
’

　

；

　

”

もたちに命の大切さを和つても
うと、 豊科南小学校児童たちと
の刈り取りをする

　

　

　

　

　

　
　

　

　

別
ク
獅
一
三

広
工
”

ヤ
ー

ん

ジ
ん

　

一

し

　

口

　

き

　

ーず“

　　　　　　

′

　　

Ｙ

ん
プ
子

　

に
ト

　

「
何
か
実
践
Ｌ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
始

め
た
取
組
み
で
し
た
か
ら
、
最
初
は
少
し
し
か
油
は
で
き
ま
せ

ん
で
Ｌ
た
」
と
小
林
さ
ん
。

　

小
林
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
食
用
油
を
自
給
す
る
に
は
、
各
世
帯

が
二
ア
ー
ル
の
菜
の
花
栽
培
を
行
な
・乳
必
要
が
あ
る
そ
う
だ
。

長
野
市
一
世
帯
当
た
り
の
食
用
油
年
間
消
費
量
が
一
三
・
三
キ

ロ
と
い
う
あ
る
調
査
結
果
を
も
と
に
す
る
と
、
こ
れ
だ
け
の
油

の
生
産
に
は
四
０
キ
ロ
の
菜
種
が
必
要
で
、
そ
れ
は
二
ア
ー
ル

の
菜
の
花
栽
培
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
計
算
だ
と
い
う
。

「
ま
だ
自
給
に
は
程
遠
い
状
態
で
す
が
、
こ
の
活
動
が
地
域

の
み
な
さ
ん
に
自
然
環
境
や
食
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
か
ら

　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
に
よ
る
生
活
福
祉
活
動
は
、
「
く
ら
し
の
助
け

合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
″
あ
ん
し
ん
ク」
を
中
核
に
、
「
あ
ん
し
ん

広
場
」
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
「
五
づ
く
り
畑
」
「
菜
の
花
プ

難
の
花

ブ
□
リ
エ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
市

　　　　　　　　　

安
憂
欝

安
曇
野

は
、
ヒ
マ
ワ
リ
油
に
も
挑

戦
し
始
め
ま
し
た
。
大
き

い
花
な
ら
、
一
本
か
ら
た

く
さ
ん
の
種
子
が
と
れ
ま

す
か
ら
、
三

人
一
〇
粒

運
動
夕
を
呼
び
掛
け
て
、

自
宅
の
庭
で
一
本
、
二
本

た

痴

　　

一

夢

薯

自
宅
の
庭
で
一
本
、
二

　　　　　　

、

厚

　　

２

　　　　　

と
栽
培
し
、
花
が
終
わ
っ

　
　
　

　

　　
　

菜の花プロジェクト
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鴻 翻 １測 醍

ク

た
ら
持
ち
寄
っ
て
も
ら
う

　
　
　
　
　
　

　　　　　　　

１

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と

小
林
さ
ん
。

菜
種
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
油

４

　　

度

　

７

８

９

０

　　

は
、
「
五
づ
く
り
畑
」

で

表

　　

年

　

１
１
１
２

　　

販
売
す
る
と
と
も
に
、
市

の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
学
校
給
食
で
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

「
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
よ
う
」
と
い
う
決
意
を
新

た
に
、
小
林
さ
ん
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
Ｔ
は
、

菜
種

と
ヒ
マ
ワ
リ
の
栽
培
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

る
（
表
４
）。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
活
動
を
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
て
き
た

｛
図
２
）。
こ
れ
は
、
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
協
働
し
て
つ
く

り
上
げ
た
「
あ
ん
し
ん
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
ど
こ
か
ら
の

援
助
も
受
け
ず
、
す
べ
て
自
主
財
源
で
運
営
し
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
「
こ
の
活
動
は
自
分
た
ち
の
も
の
」
と
い
う
意
識
が
強
い
。

　

「ヴ
あ
ん
し
ん
々
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
は
、
誰
か
に

つ
く
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
自
主
自
立
の
取
組
み
を
側
面
か
ら

サ
ポ
す
卜
し
、
個
別
の
活
動
同
士
を
結
ん
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
い
く
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
的
役
割
が
Ｊ
Ａ
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

長
く
ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
生
活
福
祉
活
動
を
け
ん
引
し
て
き
た
池

田
さ
ん
の
視
線
の
先
に
は
、
自
身
が
り
あ
ん
し
ん
ｏ
Ｌ
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
取
組
み
が
、
具
体
的
な

形
と
な
っ
て
見
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
「
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ク
あ
ん
し

ん
乙

　

の
取
組
み
が
広
が
る
な
か
、
住
み
慣
れ
た
安
曇
野
の
地

で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
農
業
に
楽
Ｌ
く
取
り
組
む
元
気
な
高
齢

者
が
着
実
に
増
え
て
い
る
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

　

久
貝
真
澄
）

ー１
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一
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〈健諏ー長寿は地域でつくる・守る）

図２

　

ＪＡあづみの生活福祉活動




